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Ⅰ　はじめに
2015年 9月に発表された文部科学省問題行動調査１）によると、2014年度の小学生の暴力行為は、
約 1万 1000件の過去最多で、2002年度 1400件の約 8倍である。いじめ問題においても様々な取組が
なされているが、依然として深刻な状況が見られる。さらに不登校問題や中途退学問題など、学校に
おける生徒指導上の諸問題は、極めて多岐にわたるものとなっている。また、学校外においても、児
童虐待や見ず知らずの人との LINE（ライン）などを通した問題など少年非行の多様化が見られると
ころである。これらの背景・要因としては、家庭、学校、地域などを含めた社会全体の変化と子ども
や大人の意識や行動の変化などを挙げることができる。高度情報化や都市化、少子化といった急激な
社会変化の中、これまでの家庭、学校、地域の個別の教育力では青少年の健全育成に十分に対応でき
なくなっている状況も生起している。生徒指導においては、時代の変化と新たな社会環境の中に生き
る子どもたちの状況をしっかり受け止め、その変化に対応した新たな視座からの捉え方と実践が必要
になっている。
言うまでもなく、生徒指導の意義は、このような児童生徒の問題行動への対応といった、いわば消
極的な面にだけあるのではなく、積極的にすべての児童生徒のそれぞれの人格のより良き発達を目指
すとともに、学校のすべての活動が、児童生徒一人一人にとって自己実現を援助し、自己存在感を与
えるようになることを目指すところにある。このような生徒指導を学校生活のすべての場に十分機能
させていくことが、ひいては生徒の非行防止にも効果を上げることにつながるのである。このように
生徒指導とは、一人一人の生徒の個性の伸長を図りながら、同時に社会的な資質や能力・態度を育成し、
さらに将来において社会的に自己実現ができるような資質・態度を形成していくための指導・援助で
あり、個々の児童生徒の自己指導能力の育成を目指すものである。ところが、現実には上述したよう
に様々な問題行動やいじめによる自殺など深刻な問題が表面化する中で、その対応としての生徒指導
がクローズアップされてきた。生徒指導が、ともすると問題行動の対応とその予防をするものという
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イメージが強い。もちろん、問題行動への対応や予防をすることは大変重要な対策であり取組でもあ
る。しかしながら、生徒指導の今日的な課題である「規範意識を高めるための取組」「不登校児童生
徒への対応」「いじめ問題への取組」「インターネットや携帯電話に関わる諸問題」など様々な問題の
対応や予防をするだけでは根本的な解決にはならない。子ども自身の内面への働きかけ「攻めの生徒
指導」を通して、子どもの自己指導力を育てていくことが何よりも重要になる。
各府県の学校現場では、これまで小・中学校生徒指導研究会が中心になり、生徒指導における「攻
めの生徒指導」として、子どもの「生徒理解」に重点を置き、すべての教育活動の中に生徒指導とし
ての機能を十分に働かせながら、個々の子どもたちの自己指導力の育成を目指して実践を進めてきた
ところである。このことは、昭和 63年に当時の文部省が「生徒指導資料第 20集」の中でも提言して
いる。しかしながら、この中で述べられている「積極的な生徒指導」（「攻めの生徒指導」と同じ意味）
を実践されている事例はこれまでそう多くはない。子どもに届く生徒理解が教師に十分理解され、根
気強く、科学的に分析し実践することの困難さもあろう。そこで本稿では、「攻めの生徒指導」の基
本である「生徒理解」に今一度目を向け、今日的な課題について述べる。
Ⅱ　生徒指導の目的
すべての子どもは学校教育において、その健やかな成長を保障されなければならない。しかし、子
どもの成育過程には、内的、外的諸条件によって、様々な屈折・歪曲・つまずきがあり、その成長が
妨げられている現実がある。「学習面では問題がなくても行動や情緒面で不安定な子ども」「行動や情
緒面では安定しているが、学習に意欲がなくて、つまずきを自らの力で解決できない子ども」「直感
力や素晴らしい美的感覚は育っていても、身の回りの整理ができず落ち着いて物事が考えられない子
ども」「欲求水準が低くてあきらめが早く、自分の将来に展望が持てない子」「目立たず従順、素直で
自己表現力が弱い子ども」等々、一人一人の子どもには、何らかの問題が潜んでいる。しかし、これ
らの問題性は本人の生まれつきだとか、性質だとかいった素質一般で捉えてはならない。問題性とい
うのは、子ども自身が意図するとしないとにかかわらず、成長の過程で、直接的には父母兄弟の社会的・
経済的な生活のあり方や内容に、あるいは、幼稚園・保育園・学校における生活や、その子どもにか
かわる友人、教師、地域社会といった周りのつながりによる関係から、その子どもが生きていくうえ
で十分に育てられなかったものであるといえよう。それは子どもの全人的な成長発達に対する否定的
要素である。今日の激しい社会の変動は、さらに問題を複雑にし、子どもの生活に大きな影響を与え
ている。
Ⅲ　生徒指導のねらい
生徒指導は、問題性が生まれる社会的背景を厳しく追及し、可能な限りその要因をとらえ、除去・
克服し、子どもたちの全面的な発達を図っていく教育の営みである。
１． 生徒指導は、子どもに自己理解を深めさせ社会的生活の能力を自ら高めることを促進援助するこ
とである。
子どもには、自分自身に何が欠けているか、どうしてそれが欠けたのか、それを克服するには何を
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なすべきかなどを知り、行動する場や機会が必要である。家庭や限られた友達だけでなく、学級・学年・
学校など広い交わりの場や機会を用意しなければならない。そこでの経験は社会的生活の能力を育て
ることになる。社会の規律や秩序を尊重し、それを守るという経験や、さらには所属する集団や身の
回りの生活の中にある矛盾を見抜き、それを改めるような経験が子どもの能力を高めていく。生徒指
導はそのための援助活動である。
2．生徒指導は、自分の生活や学習を意欲的に高める努力を体験させる取組である。
子どもが目的をもって意欲的に取り組んでいる姿は素晴らしい。「うまくなりたい。」とか「よい作
品を作りたい。」という具体的な目標を通じてより高い水準の目標を意識することが出来る子どもが、
確実に自己の生活を高める力を身につけていく。目的に向かって粘り強くやりぬく体験を継続的に与
えることは、今日特に大切なことである。
3．生徒指導は、子どもの現実の生活に即して進められる取組である。
子どもは自分の生活のなかで、家のこと、友達のこと、勉強のことなど様々な問題をもっている。
その問題を避けて通ることもできないし、無視することもできない。問題と向き合い、その問題がど
ういうものなのか、解決のためにどうしたらよいかという体験を子どもにさせることが、生徒指導の
ねらいの一つである。教師がいつも手を差しのべることは、子どもを弱めてしまうことになりかねな
い。生徒指導では、問題解決の体験をどのようにさせるかが大切である。
4．生徒指導は、すべての教育活動を支える働きである。
生徒指導は学校で行われるすべての教育活動が、その目的を達成できるように支えていく働きであ
るが、ともすれば学校生活の大半をしめる教科の授業では、教師の一方的な伝達に終わって子どもの
生活の姿勢を変えていくという観点が失われやすい。したがって、子どものもっているつまずき・悩み・
苦しみ等々、個人的・社会的な問題を乗り越えていける実践力を知識によって方向づけていくという
観点や単なる文化の伝達でなく、子どもの直面している課題、および、それとかかわる社会の課題を
解決できる能力となるかどうかから、授業を練り上げていくという観点がなければ、授業における生
徒指導は成り立たない。
なお、自己を理解し、欲求水準を高めようとしている子どもは、自分の能力について壁につきあた
ることがある。子どもは日常生活の中で戸惑いや自信をなくしたり、情緒的緊張から悩み苦しんだり
することがある。生徒指導はこうした場合、その子どもの情緒的緊張や抑圧を心理的に解消する機能
も果たさなければならない。
Ⅳ　生徒指導の内容
1　子どもを理解すること
子どもをどう理解するかについて、子どもの心の構造や動きを正しく読み取り、子どもの内面をと
らえることによって、子どもの意識や行動を的確に高めることができるという考え方から、生徒指導
を進めるうえでも教育相談方法についての関心が強く求められてきた。一方、子どもの生活規律の乱
れや、問題行動の多発から、基本的な行動様式を確実に身につけさせるための指導を強調する声も大
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きくなってきている。内面の欲求不満を心理的に解消したり洞察したりすることや乱れがちな行動を
規制することは、子どもを理解し指導するためには必要なことである。
いずれにしても大切なことは、現在の社会的、経済的、そして教育的諸条件の中で、子どもに育て
られていないものは何か、そのことを子ども自身にどう分からせるか。問題解決のために必要な能力
とは何か。また、それをどのように子どもの身につけさせるかなどについての理解であろう。子ども
の存在を教師の立場からだけでなく、子どもの立場から理解しようと努め、そこから子どもの意識や
感情、心の揺れ動き、行動などを的確にとらえることが大切である。
2　子どもの発達の理解
今日の高度発達社会では、より高い社会的生活能力を身につけ全面的に発達する子どもが求められ
る。そのことは、社会生活の発達が必然的にもたらした課題であるが、現在社会のもっている矛盾が
課題解決の速度を遅らせている部分もある。基本的人権が軽視され、精神的・社会的な自立に困難さ
をきたしている子どもなども存在させており、学力の低下や問題行動を引き起こさせているなどはそ
れである。したがって、生徒指導は子どもの持たされている諸条件を正しく認識し、科学的に実践の
筋道を明らかにすることを基盤にして、子どもたちに社会的矛盾を克服する力をつけ、自己実現を図
ることができるようにすることが重要である。
生徒指導とは、社会的生活の能力を高め、自己実現を図ることを促進援助する教育活動であると規
定したが、その場合、社会的生活の能力とは何かについて触れておく必要がある。
社会的生活能力とは、抽象的な言い方をすれば「行動するために必要な力」であといえる。この「行
動するために必要な力」は、ほとんど経験と訓練によって育てられるものであり、力がついたかどう
かは、行動によって知ることができる。社会的生活の能力とは、したがって「社会生活を行うために
必要な力」であり、この力はどんな学習（社会的経験と訓練）を行ったかによって規定される。「社
会生活を行うために必要な力」という場合、不合理や矛盾の存在する今の社会に適応する力というこ
とにとどまるのでなく、不合理や矛盾を見抜き、それを克服する力も含んでいる。図 1は図化したも
のである。
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Ⅴ　気にかかる子どもたちの問題点（調査結果から）
現代の子どもの問題点を様々な調査結果をもとに具体的にいくつかあげてみる。
一点目は、厚生労働省「平成 16年度全国家庭児童調査結果の概要」の中で指摘している調査によると、
不安や悩みを抱えている子どもは約 7割で、特に女子は 8割近くを占めており、学年が高くなるほど、
不安や悩みを抱えている子どもの割合が高くなる。内容別では、「自分の勉強や進路について」が最
も多く、次いで「自分の顔や体形について」、「自分の性格や癖について」となっている。３）
二点目は、中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導
要領等の改善について」（平成 20年 1月 17日）中で、次のような問題点を指摘している。いわゆる
小 1プロブレムや学級崩壊などに見られるような自制心や規範意識の希薄化、生活習慣の確立が不十
＊図 1　［社会的生活の能力］　「生徒指導　理論と実践より」２）
52
こども教育研究　第 1号　2016年 3月
分であることや問題行動等、子どもたちの心と体の状況にも課題が見受けられる。また、自分に自信
がある子どもが国際的に見て少ない。学習や将来の生活に対して無気力であったり、不安を感じたり
している子どもが増加するとともに、友達や仲間のことで悩む子どもが増えるなど人間関係の形成が
困難かつ不得手になっているとのことである。このことは都市圏を中心に表面化している。４）
三点目は、全国の小学校 6年生と中学校 3年生を対象に実施された、「平成 20年度　全国学力・学
習状況調査」から、学校生活に対する児童生徒の意識を見ると、「学校で友達に会うのは楽しいと思
いますか」という質問に対して「そう思う」と答えたのは、小学生 83.3％、中学生 75.9％である。一方、「学
校で好きな授業がありますか」という質問に対して「そう思う」と答えたのは小学生 75.8％に対して、
中学生では 49.5％となっている。また、「国語の授業の内容はよく分かりますか」という質問に対し
て「当てはまる」と答えたのは、小学生 31.4％、中学生 19.3％、「算数・数学の授業の内容はよく分
かりますか」に対して「当てはまる」と答えたのは、小学生 43.2％、中学生 27.5％となっている。５）
このように、小学校から中学校にかけて、授業に対する児童生徒の意識に変化が見られた。
四点目は、内閣府が平成 25年度に実施した「 我が国と諸外国の若者の意識に関する調査」の中では、
次のような問題を指摘している。日本の若者に将来への希望を聞いたところ、『希望がある』と答え
たのは 61.6％（「希望がある」12.2％＋「どちらかといえば希望がある」49.4％）である。7か国比較
で見ると、アメリカ（91.1％）とスウェーデン（90.8％）は『希望がある』と回答する割合が 9割以上、
英国（89.8％）、韓国（86.4％）、フランス（83.3％）も『希望がある』が 8割以上を占めており、日本
が最も低い割合となっている。６）
これまでから、諸外国に比べ日本の青少年の自尊感情が低いことが問題視されていたが、今回の調
査結果においても、自尊感情と関連すると思われる「自分への満足感（「私は、自分自身に満足して
いる」）を統計的に検討してみても、「アメリカ＞イギリス＞ドイツ、フランス＞韓国、スウェーデン
＞日本」という順で、日本は他のいずれの国と比べても、有意に低い。したがって、日本の青年の平
均値は、どちらかというと日本の青年が自分に満足していないことを表しており、他国の青年の平均
値はどちらかというと自分に満足しているという質的な違いを表していると考えられる。
Ⅵ　問題点の背景
今、問題点ばかりあげたが、このような問題点の背景に広がっている社会の変化というものを分析
しておく必要がある。例えば、ここ 20年間の私たちの知りうる範囲の社会変化を見ても子どもたち
の生活を中心に考えても随分世の中が変わってきていることは事実である。例えば、産業構造も高次
化して都市化、情報化、国際化が進んでいる。このことは一般的に言われていることだが、この中で
子どもの生活実態が大きく変わってきている。各家庭の子どもの数はどんどん減少し、少子家族化し
てきた。そういった中で、進学率が上昇して、しかも労働時間短縮等の社会的な動きもあって、余暇
時間も拡大してきている。また、経済格差による教育格差の問題も指摘されている。
この変化の中で確実に言えることは、教育の果たしてきた役割が大きい。例えば、1950年頃には、
高校進学率が全国で 42．5％くらいだったのが、1981年には 94．3％になった。2倍以上になっている。
大学の進学率も現在は 55％以上になっている。７）このことから考えると、若い世代のほとんどの人（18
～ 22歳）が後期中等教育あるいは高等教育を受けている。学校へ行く期間が長くなったために、青
年期の多くを覆っている。社会全体が学校化してきている。このことが実は、子どもを含んだ若い人々
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に強い影響を与えているのではないか。例えば、「勉強するのは嫌だけど、勉強しなければならないし」
という子どもが現れてきたり目的なしに進学したりする子どもが増加している。その中で不登校やい
じめという現象も表れてくる。このような問題行動が顕在化してきている背景には、そういった社会
の変化や時代の流れがあるのだと考える。子どもが学校や社会に対して適応に失敗したから問題行動
が生じているのではなくて、むしろ学校や社会が子どもに対する理解、あるいは、子どもに対する教
育努力というものが十分でなかったと受け止めるべきである。
このように考えると、現在の子どもの持っている問題、あるいは今生じている問題というのは、実
は先ほどから述べている社会的背景という大変大きな問題を抱えている。そのような観点で、これか
らの教育のあり方、生徒指導のあり方を考えていかねばならない。
Ⅶ　生徒指導・進路指導の今日的課題
成長志向ではなくて生活の質をいかに充実させるかという方向に世の中全体が流れているとするな
らば、当面、教育の果たす役割というのも、その流れの中でどんな役割を果たすかということを考え
なければならない。そこで、これからの教育が考えなければならない視点として大きく三点挙げてみ
た。
一点目は、教育だけでなく日本社会全体が直面している問題だが、第 2次世界大戦以後、日本は経
済が目覚ましく発展して経済的には、世界でトップを争うまでに至った。もうすでに追いつけるモデ
ルがない。今、日本に求められることは、世界的視野に立って、これからの日本の将来の見通しを立
てなければならない。失われた 20年と言われるが、このことは、経済的な問題だけではなく当然、
教育についても同じ状況だと言える。日本の教育システムなり、日本の教育の内容というものは世界
の中では非常に高い水準である。そのような面から考えても、これからの日本の教育というのは、ど
の方向へ動いていくかということを主体的に決めていかなければならない。このように考えると、こ
れからの教師に与えられる非常に大きな仕事の一つとして、「主体性を子どもたちにどう培っていく
のか」このことが大きな課題となる。
二点目は、 現在、情報化社会だとか知識基盤社会だとか言われているが、この情報化社会というのは、
絶えず新しい知識を身につける努力が求められる。これからの社会で、より高い価値を求めようとす
る人間の生き方にとって必要な力が創造性である。即ち、これからの教育で大きな課題は、この創造
性をいかに培っていくかということである。
三点目は、新聞などを見ても日本と外国との関わりが非常に多くなってきたし、日本人が渡航した
り外国人が入国したりする割合は爆発的に増加してきている。また、輸出入の拡大など、これらの
ことを考えると、日本は世界の多くの国々と人・もの・金の投入をしないと生きていけない。特に、
TPP等関税の問題やエネルギー供給問題など、単に日本の国だけの問題ではなく、全世界、地球的規
模の課題である。このように相互依存性の非常に強い国際社会の一員として、これから生きていかな
ければならない。そのためには、全体的な視野でものが見られ相互に協力できること、言いかえれば
連帯性や協調性を身につけていかねばならないのではないか。
言い古された言葉であるが、ものの豊かさ、言いかえれば、量を追い求める時代から質を高める時
代へ要請されている。教育もこの中で考えていかねばならない。主体性、創造性、連帯性を教育の質
の問題としてどのようにしてこれらを充実させていくのかが、教師の大切な仕事である。このような
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中で、子どもの主体性を持たせたり、連帯性を持たせたり、創造性を持たせたりするための教育活動
の条件づくりの仕事、これが生徒指導の果たすべき役割である。
1　生徒理解の重要性
そこで、生徒指導が当面何を一番大切にしなければならないかというと、まず生徒理解である。現
在、教師の年齢構成が全国的にみても高年齢の先生と若い先生と大きく分けられており中堅の先生が
少ない。中堅としての役割が十分に果たせなくなってきている。経験豊富な先生は、経験をもとにして、
ある場面に直面した時に以前の経験からこれに違いないと思い込んでしまうことが多い。その経験が
時には、刻々と変容している子どもの指導に邪魔になることがある。言いかえれば、かつてやってき
た経験だけでは、今の子どもの変容していく部分を読み切れない。教師のこれまでの経験を超えた想
定外の生活環境に置かれている。だから単にこれまでの経験だけで指導してもうまくいかない。これ
までの経験を大事にしつつ、もう一度、目の前にいる子どもを徹底的に理解していくことが必要であ
る。ところが、現実には子どもの持たされている問題を十分読み切れない先生が多い。現場の中でド
ロドロした問題が起こると、その状況把握や背景が読み切れず、どうしてもテクニックだけでその問
題を解決しようとすることになりがちである。技術主義での過ちを犯しているのである。
そこで大切なことは、子どもの理解をどう深めるかということである。これが第一である。生徒理
解というのは指導するための手立てである。学習指導や生徒指導を行う上で重要なのが生徒理解であ
り、この生徒理解が機能しなければ効果は上がらない。言いかえれば、教育活動を充実させるための
手段としての生徒理解である。一方、生徒理解が教育の目的自体であるというように考えてもよい要
素もある。即ち「生徒理解」は指導の手段でもあり、同時に指導の目標でもある。人間らしさや人間
性という言葉はすべて心の通じ合いが基盤となり前提となる。このことから考えると子どもを理解す
ること自体が指導の目標でもあるのだという側面もある。このことを念頭に入れておかねばならない。
大きな教育の流れから言えば生徒理解は確かな手段ではあるが、その理解することが実は、指導の目
標であることもある。言いかえれば、子どもが可愛くてたまらない。子どもが愛おしく思うがゆえに、
その子どものことを知らずにはいられない。分かろうとせずにはおられないのだ。こういう理解、こ
れが実は、生徒理解の本質であろう。生徒理解で考えなければならないことは「何を理解するのか」
ということである。一つは子どもの発達の法則性（発達課題）。もう一つは、その子の独自性（価値観、
適応力、能力、将来展望、家庭状況など）である。
次に、生徒理解を行う上で留意すべき基本的な問題として三点投げかけてみる。
一つ目は、生徒理解の方法である。「温かい理解」や「冷たい理解」がある。「温かい理解」とは、
学級の中の目の前にいる生身の子どもに直接触れて直接理解するという方法である。一方、「冷たい
理解」というのは、統計や調査からだけ見て、うちの学級の子どもの姿はこんな様子だと判断してし
まう理解である。これは、根拠に基づく資料として活用されるのには有効ではあるが、個々の様々な
資料と関連付けながら理解する必要性が求められる。「冷たい理解」だけで、この子はこうだと決め
付けるのではなく、「温かい理解」の前提の上で進めていきたい。
生徒理解の基本的な方法の二つ目は「前向きの理解」である。子どもを理解する上でうっかりする
と犯してしまう過まちとして「この子は以前どうだったんだろう」と、その過去をどうしても探りた
くなる。中学校教師は、小学校の時が問題で、小学校の教師は、幼稚園の時が問題で、家庭が問題で
というように要因を過去にばかり目を向けると袋小路に入ってしまう。このような過ちを犯しやすい
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のである。確かに過去の過程で何があったかということを知ることは大切ではあるが、そのことより
も、今この子どもはどうなっているのかという見方で見ていかなければならない。これが前向きの理
解である。
三つ目は生徒理解の基本的な問題として、どうしても子どもを枠の中で理解しようとしがちである。
これは「閉じられた生徒理解」である。そうではなく「開かれた生徒理解」を大切にしていかねばな
らない。「閉じられた生徒理解」で子どもの内側を理解しようとすると袋小路に入ってしまう。「開か
れた生徒理解」というのは、集団の中であるとか学級という社会の中でその子どもがどうなのかとい
う理解である。「あの子どもの性格は捻くれている」とか「あの子どもの性格は非常に温厚だ」とい
うように教師は子どもを評価するときにしばしば言葉に表すが、良く考えてみると、子どもの内側に
捻くれた性格あるいは明るい性格というのが固定化しているように思いやすいが、実はそうではなく
て、人と人との関係の中でそのような状況が生まれてくるのである。例えば、親切という場合、親切
という素質みたいなものが子どもの内側にあるのではなくて、その子が親切だという場合、その子に
親切にされている友達が多くいるということである。そうでなかったら、その子が親切だと言えない。
その子が親切だとか温かいというのは、人と人との関係で温かさや思いやりを受けていた子どもが周
りに多くいる。親切にされた子どもが多くいる。このような関係があって、その子が親切だとか、温
かい子だと教師は見ているはずである。従って、子どもを理解する場合もそのような関係で理解して
いかねばならない。枠にはまった理解は生徒指導として間違っている。人と人との関係で理解してい
く。これが「開かれた生徒理解」である。
ここで、一つ事例を紹介する。
本事例は、京都市小・中学校生徒指導研究会が生徒指導の理論と実践を研究テーマにして、生徒理
解のための具体的な手立てに基づく取組を実践事例として研究会冊子に掲載したものである。２）
「事例」
生徒理解の手立て　－面接・家庭訪問・対話（教育相談）などによる－　中 2A男
　A男は中 2の 2学期始め頃までは特に目立つ行動はなく、まじめに学習や部活動にも取り組んで
いた。ところが体育祭・文化祭が終わる頃から落ち着きを欠き、遅刻・早退・エスケープが見うけ
られ、服装・頭髪などの乱れが目立ち始めた。担任 B教諭は、この A男の変化に気づくと同時に A
男を相談室に呼び、いろいろと変化の事情について問いだそうとしたが、A男は口をつぐんで話さ
なかった。その日の夕刻、担任は家庭訪問した。父親に会い家庭での様子や変わって点について聞
いたところ、次のことが判明した。
・最近、経済的な事情で母親が蒸発したこと。
・高 3の兄が学校を中退して家出し、行方不明であること。
・妹（小 6）弟（小 3）も父親が世話をしなければならなくなったこと。
・急激な家庭事情の変化で、父親自身どうしていけばよいか途方にくれていること。
　などが判明した。
　担任は A男に対して今最も必要なのは挫折感を否定する精神的な強さと情緒の安定であると判断
し、再三の面接・対話（教育相談）、家庭訪問などを重ねることで支えていこうと考えた。
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　その翌日の 5時間目、級友の C男からの連絡で担任は音楽室に赴いた。ちょうど A男が音楽担
当の D教諭に悪口を大声で喚きちらし、今にも飛びかからんばかりの様子であった。担任はともか
くその場から A男を連れ出し相談室へ入れて、クールダウンを図った。最初、相談室でも担任に喰っ
てかかる場面もあったが、落ち着きを取り戻してくるにつれ、ポツリポツリと自分の胸の内を話し
始めた。
・ 音楽の読譜の学習のとき、机にうつ伏せになっていて D教諭の説明を聞いていなっかったので注
意を受けたことが始まりであった。音楽のD先生が皆の前で恥をかかせたことを許せないという。
・ 昨晩、B先生が家に来て父親と話をして帰ったことを父親から聞かされ、自分の悪口を言って帰っ
た担任に腹が立っていたこと。
・ 最近、今まで親しかった友達からほとんど横を向いて冷たくなったことにも、虫の治まらない気
持ちを抱いていたことなどを話した。
　 A男の訴えは全く自己本位の主張であり、自分の変化を抜きにして、すべての責任を他にすりか
えている状態であると担任は判断した。しかし、今のこの点を指摘して高圧的に言葉で指導して
も、かえって逆効果にしかならないと考え、時間をかけ A男の心をひらいていく方針をとった。
　 さらに、学年や教科担当の教師集団にも理由を説明し、A男のおかれている立場や、そこからく
る心情の変化などについても理解を求め、指導上でも協力を求めた。
　 10月 15日（相談室で A男と担任との状況）　A男は椅子に座っているが両足を投げ出し靴の後
ろを踏みつけ、両手をズボンのポケットに突っ込み、ふくれ面で、時折唾を床に吐きつける行為
もあった。担任は意図的に弟や妹のことを聞いたが、かえってくる返事は「そんなもん知るか。」
と、うそぶくだけであった。続けて、しばらく時間をおくと「しんきくさいなあ。早く帰らせや」
と、文句を言った。
　 10月 22日（家庭訪問で A男・父・担任での状況）　A男は父親と少し離れて座っていてテレビ
を見ていた。父親と担任は家庭のその後について話し合ったが、特に変化は見られなかった。2
階へ上がった A男が弟や妹と喧嘩している声が聞こえてきたので、父親が止めに上がり、A男を
連れて降りてきた。父親がいくら進めても、担任とは話をしなかった。
　 10月 29日（相談室で A男と担任）　「なんで僕ばっかり呼ばんならんのや」と、担任を責める口
調で相談室に入ってきた A男を椅子に座らせ、「君と話をしたい」旨告げると「僕はしたくない」
と否定した。「したくなければしなくてよいから、話だけでも聞くように。」と前置きして、担任
は自分の過去の家庭事情（妻が子宮癌で手術をしたが助からず、3年前に他界したこと。当時、
長男が中 1で長女が小 3であったが 2人の子どもをかかえ、学校の仕事と家庭をかけもってがん
ばってきたこと）を静かに話して聞かせた。「自分には関係ない。」といった表情で聞き流してい
た A男も、担任の話を聞き進むうちに担任の顔を窺うような目になり、次第に真剣な表情に変わっ
てきて、投げ出していた足も引っ込めていた。
　 11月 8日（相談室で A男と担任）　放課後職員室の担任のところへやってきた A男が「先生に聞
きたいことがある。」と告げたので、担任は A男と相談室へ赴いた。部屋へ入るなり A男は、「先
生、新しい嫁さんもらわへんのか。」と、問いかけてきた。担任は笑いながら「A君に紹介して
もらおうか。」と冗談を言いながら、子どもの生活のこと、将来のことなど、いろいろ親として
考えていることを話した。A男は終始無言で聞いていた。特に「母親がいなくても、甘えず強く
生きることを教えている。」といった担任の言葉に、A男は言葉には出さなかったが、明らかに
ある反応を示した。
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　 11月 13日（家庭訪問で　A男・父親・担任）　テレビをかけずに、父親と担任の話をまじめに聞
く A男の姿があった。父親の話によると、最近、弟や妹の面倒を少しだがみてくれるようになっ
たと喜んでいた。担任は「A男の人格を認め、家庭での役割を持たせて実行させることや、父子
の対話を多く持つこと」等を父親にも A男にも依頼した。学習の躓きについての話をすることも
できた。
　 11月 17日（相談室で　A男と担任）　A男は開口一番「友達の E君が勉強を誘ってくれたのでやっ
てみる」と報告に来た。担任は級友へ働きかけた効果が表われてきたと判断し、励ましのことば
を与えた。また、母のことや父の心境などについても話し合うことができた。特に母親について
の話のときは、A男がしばしば唇を噛んでいた。この日、A男が部屋を出るとき、担任と始めて
手を握りあった。
この事例でもわかるように、担任は急激な家庭事情の変化に対応しきれずに、挫折しかけていた A
男の姿を的確にとらえ、その要因を家庭訪問によって理解し、教師の一方通行的な説教は一度も行わ
ず、受容的な態度で終始接し、あせらず A男自身が自らに答えを出し、行動化してくれる方法をとっ
たものである。限られた文面では、この間の様々なドロドロとしたやり取りを言葉では表せないが、
日頃からの粘り強い信頼関係づくりが根底にあった。
2　教師のあり方について
次に、教師の立場から生徒指導（生徒理解）を進めていく上で、どのような点に気をつけておきた
いかについて述べる。生徒指導を進めていく上で中心的な役割を果たすのはもちろん教師である。そ
う考えると、教師がどのような洞察力（眼）をもっているかということが決定的に重要である。「あ
の子はこんな子ではなかろうか」というように予測的な観念を教師が持っていると、知らず知らず
のうちにその概念にとらわれた行動を子どもはしがちである。そうなると思っていた通りの結果が起
こってしまうのである。教師がどんな固定観念をもったかということが、子どもへの働きかけの仕方・
方法を決定づけてしまうのである。子どもに対してどういう働きかけをするかということが、実はそ
の教師がその子どもに持っている固定観念が何かということで決まってしまう。例えば、授業の中で
間違った答えの引き出し方を決定づけることもある。子どもの側から見れば、教師のもつ固定観念が、
子ども自身の自己概念を作ってしまうのである。「私はこういう人間なんだ」という概念を子ども自
身が作ってしまう。実は、このことが一番怖いのである。親と子の関係においても同じことが言える。
特に、教師と子どもとの関係においては、そのようなことが多く存在する。そう考えると、教師とい
うのは重要な他者である。だから、子どもが生き生きと夢を持って生活ができるためには、その前提
に教師が生き生きした授業に対して高い夢と希望を持っていないと、重要な他者の役割を果たすこと
ができない。それが、教師と子どもとの関係である。
教育経済学者の中室牧子氏は、「あなたはやればできるのよ」などといって、むやみやたらに子ど
もを褒めると、実力の伴わないナルシストを育てることになりかねないと述べている。８）確かにその
通りであるが、ここで重要なことは、固定観念を持たず、ほめてはいけない、ではなくて、そのほめ
方が重要なのである。
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3　学級指導の問題として
次に学級指導の問題として、全国的に学級指導の乱れというものが報告されているが、その理由と
して、簡単に言うと、集団としての凝集性を持っていないのである。言いかえれば、集団が一つ一つ
の目的に向かって集まる力というものが弱いために生活が乱れるのである。もちろん学級というのは、
子どもが自分の意思で入ったのではなく、また自分でクラスを選択してその一員になったのでもない。
これを生きた集団にするためには、教師の力量や教師の指導というものが重要な意味を持つのである。
従って、当初群れの状態である子どもの集まりを生きた集団にするためには、言いかえれば、集団性
の高い凝集性の高い集団にするためには、どうしたら良いのかということで苦労しているのである。
そこで、生きた集団（凝集性の強い）にするためには次の 4つの条件が考えられる。
①クラスの成員がクラスの目標について共通理解していること。
②学級の中で、一人一人の役割があり、それについてクラスのみんなが知っていること。
③子どもたち同士で、心理的な結合感があること。（互いの好ましい感情、所属感が生まれる）
④クラスの一人一人のやりたいことが、ある程度満たされていること。（新しい意欲につながる）
ここで大切になることは、担任教師が学級に対してどのような構えをもっているのかということが
問われなければならない。担任である以上、どんな学級にしたいのかという願いを持っている。ただ、
教師によってその願いの表れ方に強い弱いがある。また、願いの質の高い低いもある。その担任教師が、
学級集団に対して、どういう立場に立っているのかが見えてくる。大きく分けると次の三つの教師の
タイプがある。
一つ目は、外部との対面を強く重んじるタイプである。自分の学級から問題行動が出るとクラスの
恥だということで、非常に管理的になり、教師中心の発想で命令と禁止を繰り返して子どもに指導を
入れる教師である。（管理的立場に立った教師）
二つ目は、自由に意見の言える適応指導的なタイプである。子どもの学習を阻害している条件を取
り除いて、子どもを抑えているものから解放していく。「なんでも言えるクラスにしていこう」とい
うような考え方で学級を指導する教師である。（適応指導的な立場で学級集団に関わっていく教師）
三つ目は、クラスの質を高めていく過程を大切にするタイプ。子どもと子どもが、クラスの目的活
動に積極的に参加できるにはどうすれば良いかを中軸に考え、そのような観点でクラスに関わってい
く教師である。子ども自身が、あるいは学級が、自分の力で自分たちの生活を良くしていこうとする
ことが出来るような関わり方をしていく教師である。（自己指導型教師）
一番好ましくない関わり方は、言うまでもなく一番目の関わり方をする教師である。けれども場合
によっては、そうしなければならない時も起こりうる。大切なことは、子ども自身が自分をよく理解
して自分に対して自己適応できるような力を培うことである。同様に学級集団自体が学級集団の力量
を高めていくような取組ができるよう教師が刺激を与えていく。このような関わり方が大切である。
教育的な質から見れば、一番高いのは最後に述べた教師の立場である。教師の意見だとか態度とかが
一番強く子どもたちの前に表れるのは、最初の管理的な立場である。そういう面からみると一番弱く
映るのは最後の立場であるが、実は、指導の質から言うと一番指導が難しいし、強い要求をもって指
導しているのである。
凝集性の強い集団性の高い学級をつくる基盤となるのは、学級の話し合い活動である。学級の話し
合いの時間をもう一度見直す必要がある。学級が生き生きと輝くというのは、クラスの子どもたちが
全力投球していることであり、そのためには、学級のねらいだとか目標が絶対必要である。このねら
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いだとか目標を作るのは、教師が説教したり、訓話したりするのではなく、子どもが自らつくり出し
ていくものでなくてはならない。ところが、最近の学級活動の時間の状況というのは、目標作りの仕
事が手抜きされているのではないか。教師の側からこれでいくよと、示されていることが多いのでは
ないか。やはり時間をかけてでも、目標作りの仕事をしっかりやっていかねばならない。学級活動の
一番基本的な場所である話し合いの場で、厳しさがなくなってきているように思う。話し合い活動の
場においては、必死になるような厳しさの場面が必要である。そのような雰囲気を話し合いの場に持
ち込んでいかねばならない。もう一つは、話し合いということで司会者が出てきて、子ども同士が向
かい合せにしたコミュニケーション活動を行っていることが多いが、それが大事にされすぎて、背中
でのコミュニケーション、気付かせるコミュニケーションを忘れているのではないかと危惧する。話
し合いの場所以外でのクラスの子ども（構成員）相互が集まり重要なコミュニケーションをしている。
そのような場面をもっと大切にするような指導を心掛けていきたい。話し合いというのは形のあるコ
ミュニケーションももちろん意義のあることだが、そうではなくて、背中からのコミュニケーション、
あるいは気付かせるコミュニケーション、学級の場所以外で子どもたちがどのようなコミュニケー
ションを活発にさせているかという観点も大切にしたい。要は、子どもたちの生活感情と密着した話
し合いを持たせていくのかが重要だと考える。
4「特別の教科　道徳」の設置について
「特別の教科　道徳」の設置、導入は周知のように、次期学習指導要領の改訂に先立ち、平成 30年
春からの開始となっており、現在その準備が着々と進められている。このことは、教育課程の一部に
道徳教育が正規の教科として、単に位置づけられたということに止まることなく、教科道徳が教育過
程全体の中核に位置付けられたのであり、道徳を中核に据えた教育課程の構造が今以上に強く求めら
れる。このことは、すべての教育活動における機能として働く生徒指導と密接に関連している。次に
道徳教育と生徒指導との相互関係について述べる。
（1）生徒指導と道徳教育
生徒指導はすべての教科領域との相互関係があるのだが、特に道徳教育との関係性においては、特
に留意しておきたい。小学校学習指導要領（平成 27年 3月一部改正）第 1章総則教育課程編成の一
般方針の中で、学校における道徳教育は、特別の教科である道徳（以下「道徳科」という。）を要と
して学校の教育活動全体を通じて行うものであり、道徳科はもとより、各教科、外国語活動、総合的
な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に応じて、児童の発達の段階を考慮して、適切な指導を
行わなければならないと述べられている。９）
道徳教育は、教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき、自己の生き方を考
え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道
徳性を養うことを目標としている。生徒指導も、教育活動のあらゆる場面において行う機能としての
性質を持っている。しかし、道徳教育は、児童生徒の道徳的心情、判断力、実践意欲や態度などの道
徳性の育成を直接的なねらいとしているのに対して、 生徒指導は、児童生徒一人一人の日々の生活場
面における具体的な問題について指導する場合が多くなる。つまり、生徒指導は道徳的実践の指導に
おいて重要な役割を担っているといえる。このように両者の性質や機能は異なっているが、密接な関
係がある。
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例えば、道徳教育において児童生徒の道徳性が養われれば、それはやがて児童生徒の日常生活にお
ける道徳的実践が確かなものになり、ひいては自己実現にもつながるため、生徒指導も充実する。逆に、
児童生徒の日常生活における生徒指導が徹底すれば、児童生徒は望ましい生活態度を身に付けること
になるから、これは道徳性を養うという道徳教育のねらいを側面から支えることにもなる。道徳教育
で培われた道徳性や道徳的実践力を、日常の生活場面に具現化できるように援助することが生徒指導
の働きである。つまり、道徳教育と生徒指導とは緊密な関係にあるといえる。
（2）生徒指導と道徳の時間
現在実施されている道徳教育の要としての道徳の時間について学習指導要領では、各教科、外国語
活動、総合的な学習の時間及び特別活動における道徳教育と密接な関連を図りながら、計画的、発展
的な指導によってこれを補充、深化、統合し、道徳的価値及びそれに基づいた人間としての生き方に
ついての自覚を深め、道徳的実践力を育成することを目標としている。10）
ここでいう道徳的実践力とは、一人一人の児童生徒が道徳的価値及び自己の生き方を深く考え、人
間としての生き方についての自覚を深め、学校、その他における具体的な生活場面、状況において道
徳的行為を主体的に選択し、実践する意志や構えがもてるような内面的な資質を意味している。道徳
の授業の特質は、児童生徒一人一人が、道徳的価値の自覚及び自己の生き方、人間としての生き方に
ついての考えを発達の段階に即して深め、内面的資質としての道徳的実 践力を身に付けることにある。
このように道徳の時間の指導は計画的、発展的に毎週一時間行われるのに対して、一般的に生徒指
導も年間指導計画に基づいて指導するが、児童生徒一人一人の日常生活における具体的な問題に対し
て援助し、指導するという機能もあるため、いわゆる偶発的な問題を指導する場合が多くある。
道徳の時間においても、偶発的な問題やその原因等について取り上げることもあるが、道徳の時間
の性格からすれば、限られた時間という制約があるため、突発的、偶発的に生じた問題をその場で指
導することについて言えば、生徒指導に期待することになる。 生徒指導は、道徳の時間の指導の効果
を高めるのに役立ち、逆に、道徳の時間の指導は、生徒指導に貢献するという関係である。この関係
は、教科指導と生徒指導の関係に似ている。学習指導要領 10）では、道徳の時間に指導する内容として、
望ましい生活習慣を身に付けるなど規律ある生活に関すること、他者に対する思いやりの心を持つこ
と、生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重することや、自然を愛護し人間の力を超
えたものに対する畏敬の念を深めること、自分の将来を考え、法やきまりの意義の理解を深め、主体
的に社会の形成に参画し、国際社会に生きる日本人としての自覚を身に付けるようにすることなどが
示されている。これらの指導も、そのまま生徒指導につなぐことができる。
このように生徒指導と道徳教育は密接な関係にある。「特別の教科　道徳」の設置に伴い、すべて
の教育活動の中核になることによって、生徒指導と道徳教育の関係がより明確になると考える。
5　生徒指導と進路指導
生徒指導は、一人一人の児童生徒の人格を尊重し、個性の伸長を図りながら、社会的な資質や行動
力を高めるようにするための指導・援助である。また、進路指導は、児童生徒が自己の生き方を考え、
将来の進路を主体的に選択していく能力や態度を育成するための指導・援助であり、互いに大きく関
連している。
進路指導は、生徒が自ら、将来の進路選択・計画を行い、就職又は進学をして、さらには将来の進
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路を適切に選択・決定していくための能力をはぐくむため、学校全体として組織的・体系的に取り組
む教育活動である。近年では、キャリア教育の推進の中に位置付けられ、キャリア発達を促す指導と
進路決定のための指導が系統的に展開され、幅広い能力の形成を目指している。 こうした進路指導と、
児童生徒の社会生活における必要な資質や能力をはぐくむという生徒指導は、人格の形成に係る究極
的な目的において共通しており、個別具体的な進路指導としての取組は生徒指導面における大きな役
割を果たすなど、密接な関係にある。
学校において進路指導の中核を担う教員には、職業や産業社会に関する専門的な知見を有し、進路
選択等を行う能力をはぐくむための技能等が求められることや、こうした考え方のもと、学校では、
進路指導は生徒指導とは異なる校内業務として位置付けられていることが多い。
近年、児童生徒の社会的・職業的自立に向け、小学校段階から発達段階に応じたキャリア教育の推
進・充実が強く求められている。我が国において「キャリア教育」という文言が公的に登場し、その
必要性が提唱されたのは、平成 11年 12月、中央教育審議会答申「初等中等教育と高等教育との接続
の改善について」においてであった。同審議会は「キャリア教育を小学校段階から発達段階に応じて
実施する必要がある」とし、 さらに「キャリア教育の実施に当たっては家庭・地域と連携し、体験的
な学習を重視するとともに、 各学校に目的を設定し、教育課程に位置付けて計画的に行う必要がある」
と提言している。11）一方、学校における教育活動が、ともすれば「生きること」や「働くこと」と疎
遠になったり、十分な取組が行われてこなかったりしたのではないかとの指摘も踏まえ、同年、文部
科学省内に 「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議」を設置し、平成 16年 1月には、
その 報告書「児童生徒一人一人の勤労観、職業観を育てるために」が発表された。この間、それぞれ
小・中・高等学校での取り組みが進められてきているのだが、「キ ャリア教育の推進に関する総合的
実態調査研究報告書」（平成 25年 3月）の中でいくつか進路指導の課題として以下の点を指摘してい
る。12）
（1）小学校における課題
一点目は、小学校においてキャリア教育の推進は徐々に図られつつある。しかし、多くが他の担当
との兼任であり、担当者が一人のみの割合も高い。また、全体計画の作成は 63.4％、年間指導計画の
作成は 46.7％の学校にとどまる。小学校においては、まずキャリア教育推進のための組織の確立、全
体計画・ 年間指導計画等の作成を推進する必要である。
二点目は、小学校におけるキャリア教育では、家族や身近な地域の人々との豊かなかかわりの中で、
その一員であることを体験的に理解させることが求められる。家庭や地域などとの連携・協力を進め
ていくことが必要である。
三点目は、6年間に及ぶ小学校在学期間中に、大きく成長する児童の発達の段階に応じて、身に付
けさせたい基礎的・汎用的能力を明確にしながら、キャリア教育を推進することが必要である。
（2）中学校における課題
一点目は、中学校においては、職場体験活動はほとんどの学校で実施されており、約 9割の卒業者
が「有意義だった」と評価している。その一方で、多くの生徒や卒業者が将来の生き方や進路を考え
る上で日々の授業が役立つと回答していることを踏まえると、職場体験活動にとどまらず、教育活動
全体を通じたキャリア教育の充実を図る必要がある。
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二点目として、保護者の期待は進学支援に限定されてはおらず、生徒の社会的・職業的自立を目指
した多様なキャリア教育を望んでいる。保護者の幅広い期待に応える実践の充実が求められる。
三点目として、「子どもたちが将来に不安を感じた り、学校での学習に自分の将来との関係で意義
が見出せずに、学習意欲が低下し、学習習慣が確立しないといった状況がみられる」（中央教育審議
会答申［平成 20年 1月］）との認識の下で、キャリア教育を通じた学習意欲の向上に強い期待を寄せ
ている。また、文部科学事務次官通知（19文科初第 1357号［平成 20年 3月 28日］）も、キャリア教
育を通じた学習意欲の向上を「教育課程の基準の改善の基本的な考え方」の一つに位置付けている。
とりわけ、圧倒的多数の中学生が高等学校に進学することを視野におさめれば、キャリア教育を通じ
て学習意欲の向上を図ることへの期待は、中学校段階において特に高いと言える。
（3）高等学校における課題
一点目として、高等学校においては、生徒・卒業者ともに、多くが「就職後の離職・失業など、将
来起こりうる人生上の諸リスクへの対応」について「もっと指導してほしかった」と回答している。
長期的視点から将来を展望した指導の充実が課題である。
二点目として「社会・経済・産業の構造的変化」、「離職・失業など、将来起こり得る人生上の諸リ
スクへの対応」、「転職希望者や再就職希望者などへの就職支援の仕組」などを生徒に伝えている学校
の割合は相対的に低い。卒業直後の進路選択にとどまらず、経済・社会・雇用の仕組等、生徒の将来
に広くかかわる指導の充実・改善を図る必要がある。
6　生徒指導体制の課題
最後に、生徒指導体制の課題について少し述べておく。
生徒指導方針を立てたり生徒指導の方向性をうち立てたりするときに苦労することは、個々の教師
の考え方が違うことである。時には違うだけでなく対立することもある。皆が完全に一致するという
のは非常に難しい。従って、完全一致を目標とすると大変である。むしろ、共通点は何かそれを見出
すことが望ましい。大筋のところで、共通理解を図ることである。但し、その前提に教師同士の間に
一定の信頼感がなければならない。そのために必要なのは、生徒指導主任など中心的な立場にいる教
師のリーダーシップが必要である。もちろんその前提に管理職のリーダーシップも大切である。
もう一つの問題は、生徒指導方針と、各担任の個性的な教育実践の調整をどうするかである。個人
の素晴らしい実践をより高める方向に学年や学校全体で取り組んでいけるようにすることも大切であ
る。あの先生だから出来るというのではなく、この学校の先生だからとして認められる取組にしてい
きたい。
そういった教師同士の信頼感をどのように打ち立てていくのかも重要である。一つの問題について
どの程度共通理解しているかという度合いに応じて指導体制も変わってくる。現在、多くの学校にス
クール・サポーターの配置が進んできた。その活用も含め、共通理解が深まれば深まるほど、その深
まりの度合いに応じて、指導体制も強固なものになる。共通理解が出来ていないのに生徒指導体制が
出来るということはあり得ない。指導体制がきちっと出来ているということは、逆にいえば、指導に
ついての理解が教師に深まっていることを意味している。時間を要しても共通理解を深める努力は怠
れないのである。
学校というのは、現実の社会を反映した小さな社会だという言い方がされてきたが、そういった見
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方だけでなく今の教育の抱えている問題、観点から言うと、学校が、現実の社会を変化させていく。
そういう役割を担わなければならない。コミュニティー・スクールなど地域と学校が一体となって地
域の活性化や学校教育の質の向上を目指す取組などがそうである。今、学校は地域に対して、社会に
対して何ができるのか。担任として何ができるのかというような見方で教育を考えていかねばならな
いし、生徒指導もそのような見方で捉えていく必要がある。
以上、生徒指導を進めていく上で基本となる生徒理解に目を向け、生徒指導・進路指導の今日的な
課題について述べてきた。
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